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　横手清陵学院中学校は、今年で開校16年目を
迎えました。校訓「切磋琢磨～学べ　競え　望め」
のもと、全校生徒が互いに学び合い、競い合い、
高め合いながら学校生活を送っています。
　今年度は、各学年が互いに響き合うことで、
学校全体が一体になるように「響鳴～新しく創
る青春の丘～」という生徒会テーマを掲げ、さ
まざまな活動に取り組んできました。特に新し
い企画として、縦割り班による朝のあいさつ運
動を実施しました。学年を越えて活動すること
で、一体感を醸成することができたと感じてい
ます。Y ８サミット創快横手市議会に向けた提
案作りでは、中高一貫校の強みを生かし、中学
生だけではなく高校生へのアンケートも実施し、
その意見を取り入れた提案をすることができま
した。
　これからも、中高一貫校の良さを生かし、地
域の皆さんに「さすが清陵」と言ってもらえる
よう全校生徒一丸となって努力をしていきたい
と思います。

横手清陵学院中学校　生徒会
響鳴　～新しく創る青

は る

春の丘～

横手清陵学院中学校 生徒会執行部の皆さん

編集後記
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　あけましておめでとうございます。
　新しい委員を迎え気持ち新たに、より分かりやすく親
しみやすい紙面づくりを心がけて参ります。広報広聴活
動の充実により市民の皆さまの声を反映し、より開かれ
た議会実現のためにチーム一丸で取り組む私たちにこれ
からもご注目下さい。　　　　                 （奥山  豊和）
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横手市音楽発表会に出演した
横手清陵学院中学校の皆さん。
ソロパートの場面をおさめました。





　厚生労働省が本年9月26日に突然公表した、公立病院
等の再編、統合を検討すべき病院として、市立大森病院が
名指しされたことは、当市の西部地区の住民をはじめ、関
係者に大きな衝撃をもたらした。
　この公表における対象病院とする根拠が、地域事情を全
く考慮せずに、がんや心疾患、脳卒中など9つの領域で
診療実績が少ないなどの画一的な基準であったことには、
横手市議会として大きな疑問と憤りを覚えるものである。
　市立大森病院は、市直営の高齢者等福祉センター、介護
老人保健施設、特別養護老人ホーム、居宅支援センターで
構成される横手市保健医療福祉総合施設「健康の丘おおも
り」、そして、秋田県が設置した「南部老人福祉総合エリア」
を含む福祉関係施設群の中核として、長年にわたり「地域
包括ケアシステム」の実践に取り組んでおり、その実績は
全国的にも高い評価を得ているところである。
　また、横手医療圏で唯一の慢性期病床を有し、国民健康
保険診療施設として「訪問診療」、「訪問リハビリテーション」
や「夕暮れ診療」など、病院経営の観点からは採算性が悪い
とされる様々な取り組みを実践しており、中山間部の多い当
市の西部地区住民が寄せる信頼と安心感は計り知れない。
　厚生労働省の公表後、横手市議会には地域住民から多数
の署名とともに、存続を訴える陳情が提出されたほか、市
議会と市民との意見交換の場でも、市立大森病院がなくな
るのではないかという不安や存続を求める切実な訴えが多
く寄せられた。 
　横手市議会は、地域の事情に目を向けることなく、地域
住民を不安に陥れたこの公表に対し強く抗議するととも
に、地方における医師不足や高齢化の進行、公共交通機関
の整備などの諸課題が解消されないままに再編、統合の議
論が進められることに強く反対する。
　また、どの地域に住んでいても安心して暮らせる地域医
療を構築する政策を関係機関に求めるものである。    
　以上、決議する。
                                                             令和元年12月11日　横手市議会
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■「会計年度任用職員」制度への移行
　法改正を受けて、市の臨時・非常勤職員の適正な
   任用・ 雇用条件が確保されることになります。
■旧南小学校敷地（雄物川地域）を売却
　今後、JA秋田ふるさとの米大型低温倉庫・野菜
   出荷施設として活用されます。
■監査委員(議会選出)を選任　木村 清貴 氏

大森病院

福地コミュニティセンター

　これまでも一般質問を行い、平
成24年、「公文書の保全管理を考える
会」が要望書を提出した経緯がある。分
散している公文書が集約され令和2年
5月にスタートできることにより、市民
の大きな財産となる。民間で保有する古
文書の保存については、今後の課題とし
て関係団体と協議を重ねてほしい。

土 田 百合子 議員
　市町村合併以来の見直しであ

ること、利用時間を1時間あたりとし
たことには理解するが、公共施設マネジ
メントの観点で疑問がある。利用できる
施設数、受益者負担の原則、減免制度の
内容等を合わせて進めるべき。トイレの
整備も必要。冷暖房費が利用料に含まれ
たことで、市の財政を圧迫しないか。

菅 原  正 志 議員

■旧鳳中学校に「公文書館」を設置 ■公共施設の使用料見直しへ

11月臨時議会の概要（11月15日開催）
　市教育委員の任命に同意 今仲 和代 氏（大森・再任）

本会議で討論本会議で討論本会議で討論



本間利博　遠藤忠裕　青山  豊　菅原亀代嗣　加藤勝義　齋藤光司　菅原正志
立身万千子　大日向香輝　奥山豊和　小野正伸　塩田  勉　土田百合子

　　）長員委副（ )長員委（       　          　　　　　

　議会の議決により設置された特
別委員会で、広報分科会と広聴分
科会が活動しています。
　広報分科会では議会だよりの発
行や、横手かまくらＦＭ「もっと
教えて！横手市議会」の番組放送、
フェイスブックなどでの情報発信を行っています。
　広聴分科会では議会報告会・意見交換会、市民と議会の懇談
会の開催をはじめ、小中高生に対しての主権者教育などの取り
組みを行っています。
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横手市議会議長

播　磨　博　一 
横手市議会副議長

 髙　 　聖　悟

チーム横手市議会で是々非々を貫く議長と理念を共有し権能を発揮
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多目的総合体育館整備は市民と
の合意が必要
（老朽化の進む横手体育館）

3年前に市内で行われたDMO勉強会では
平場の議論の重要性が強調されていた
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任期後半の新体制がスタート一　般　質　問

※ＤＭＯ…Destination Marketing/Management Organizationの略。さまざまな地域資源を組み合わせた観光地
　のブランドづくり、情報発信、販売促進などについて、地域が主体となって一体的に行う観光地域づくりの推進主体。
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しらとり議員が解説します！

広報広聴委員会

子育て世代との意見交換会の様子

議長挨拶副議長挨拶

※
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40

　

播磨議長

木村 清貴　髙橋 和樹　山形 健二　寿松木 孝　佐藤 忠久
菅原 惠悦　佐藤 誠洋　佐藤 清春　鈴木 勝雄　佐々木喜一
　　　　　（副委員長）　（委員長）　　

　議会を円滑に、かつ効率的に運
営するため、各会派から選出され
た委員により構成されています。
　この委員会では、市議会の定例
会などの会期や開催日程、当局か
ら提出された議案をどの委員会に
付託（本会議での議決の前に、さらに詳しく検討するための審
査を託すこと）するかなど、議事運営や議案の取り扱いについ
て決めています。このほか、採決の方法をどのようにするか決
めるなど、本会議の進行についても確認しています。

しらとり議員が解説します！

議会運営委員会

議会運営委員会の様子
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非常勤職員等向けに開催された
説明会の資料
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※ＳＤＧｓ…（エスディージーズ）持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のター
　ゲットから構成され、地球上の「誰一人として取り残さない」ことを誓っている。

※リトルよこて…今年度開催した横手市の物産展。全国一賑わうと言われる品川区武蔵 
   小山商店街で開催された。

答

ナ
ア
う
伴
に
行
移
の
へ
式
方
ル
タ
ジ
デ　

　

な
き
で
用
使
は
降
以
れ
そ
が
る
す
用
使

問
質
の
他
の
そ
■

て
い
つ
に
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
・ 佐

木
々
　

喜　

一 

員
議

齋　

藤　

光　

司 

員
議

か
む
組
り
取
う
ど
に
消
解
安
不
の
時
害
災

万が一に備え身近に置いていま
すか？「防災マップ」

Q

Q

A

A

る
め
進
ら
が
な
き
聞
を
ど
な
声
の
民
住
区
地

い
な
か
い
は
に
け
わ
む
く
を
れ
入
い
思
な
様
多

問問 答答

問答

文
た
し
成
作
が
関
機
政
行
め
た
る
な
と

資
や
館
書
図
は
書
文
な
ま
ざ
ま
さ
の
前

て
い
つ
に
て
こ
よ
ル
ト
リ
展
産
物
●　

　
　
　

に
的
目
主
を
上
向
の
得
所
者
業
事

　
　

　
　

高
を
識
意
の
ど
な
る
え
考
を
方
り
在
の

し
直
見
の
等
域
区
定
想
害
災
の
県
や
国

は
書
文
る
す
管
保
で
館
書
文
公
●　

　

古
い
高
の
値
価
的
史
歴
る
す
存
現

　
　

公
る
な
と
象
対
存
保
の
館
書
文
公

た
れ
さ
成
作
て
い
お
に
務
業
の
て
全
関

り
お
て
し
と
書
文
公
史
歴
定
特

16

冊
万

問問 答答答答 問問

問 問答答 　
　

声
う
い
と
き
べ
る
げ
あ
て
せ
乗
に
ス
バ

　

　
　

の
も
ど
子
の
内
区
学
は
に
的
義
一

　
　

る
あ
が
域
地
い
な
い
て
し
致
合
に
則
規　

　

に
と
こ
む
く
を
情
事
の
人
一
人
一

　
　

件
条
須
必
が
保
確
の
段
手
学
通
る
よ
に　

　

あ
が
て
立
し
申
の
更
変
校
学
定
指

し
認
確
か
る
き
で
が
保
確
全
安
の
際
の　

　
　
　

は
で
の
る
れ
さ
先
優
が
方
の
定
特

　
　

０
５
２
が
徒
生
童
児
学
通
外
区
学

　
　

と
要
必
が
慮
配
る
よ
に
況
状
の
々
個　

　
　
　

な
う
よ
る
れ
さ
先
優
が
方
の
定
特

弾力的なスクールバスの運
用が望まれる

※

※
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一　般　質　問一　般　質　問

髙　

橋　

和　

樹 

員
議

土　

田　

百

子
合

 

員
議

は
制
体
援
支
の
者
齢
高
る
け
お
に
域
地

QA

い
た
せ
さ
立
確
を
り
く
づ
み
組
仕
る
え
支
を
護
介
宅
在
と
療
医
宅
在

る
め
進
に
的
階
段
ど
な
る
す
定
選
を
区
地
ル
デ
モ
部
一

問答

答答

●

て
い
つ
に
営
運
の
政
行
事
人

　
　

　
　

は
て
い
つ
に
員
職
用
任
度
年
計
会

程
人
０
０
３
１
を
定
予
用
任
の
度
年
来

化
営
民
ら
が
な
し
慮
配
に
上
向
持
維
の

う
よ
る
め
進
を
減
削
の
員
職
て
し
続
継

　
　

宅
在
の
へ
者
齢
高
る
け
お
に
域
地

い
て
し
化
悪
は
境
環
く
巻
り
取
を
護
介　

　

の
祉
福
・
護
介
・
療
医
に
的
進
先

組
仕
る
え
支
を
護
介
宅
在
と
療
医
宅
在

り
取
に
業
事
援
支
合
総
症
知
認
に
自
独

期
初
う
行
に
的
中
集
・
的
括
包
を
援
支　

　

持
維
の
活
生
た
し
立
自
の
者
齢
高

　
　

参
会
社
の
ど
な
ン
ロ
サ
き
い
き
い

動
活
域
地
た
し
視
重
を
動
活
の
で
域
地

さ
を
談
相
康
健
・
育
教
康
健
の
で
位
単

問答答 問問

答

　

　
　

お
て
し
認
確
て
し
と
項
事
案
懸

22

部
一
の
工
部
上
梁
橋
に
年

成
平
が
検
点
の
目
巡
一
て
い

30

に
度
年

」
画
計
繕
修
化
命
寿
長
梁
橋
市
手
横
「

命
寿
長
い
行
次
順
を
繕
修
き
づ
基
に
画

問
質
の
他
の
そ
■

）
画
計
動
行
災
防
（
ン
イ
ラ
ム
イ
タ
・　

て
い
つ
に

て
い
つ
に
室
教
導
指
応
適
校
登
不
・

　
　

内
県
は
村
町
市
る
い
て
し
入
導
上
以
校に

10
　
　

●

業
事
談
相
め
じ
い
た
し
用
活
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
入
導
の　

　

」
業
事
談
相
め
じ
い
「
た
し
用
活
を
Ｓ
Ｎ　

　

の
で
体
治
自
る
い
て
し
施
実
に
先

て
れ
わ
行
が
積
蓄
の
ウ
ハ
ウ
ノ
や
績
実

多
が
題
課
て
い
お
に
点
の
ど
な
保
確
員

は
画
計
繕
修
の
橋
波
戸
●　

　

昭和46年に完成し老朽化が進
む戸波橋

問問 QA

※コミュニティ・スクール…学校運営協議会制度。保護者や地域住民の知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させること。
※タイムライン(防災行動計画)…災害の発生を前提に「いつ」「だれが」「何をするか」に注目して、防災行動とその実施主体を時系列で整理した計画。

※

問問

答答

答答

問問

問問 答答

本　

間　

利　

博 

員
議

鈴　

木　

勝　

雄 

員
議

る
え
捉
う
ど
を
託
委
雪
除
の
へ
人
法
合
組
事
農

う
問
を
策
対
援
支
の
へ
大
拡
興
振
の
物
作
芸
園

　
　

し
と
策
対
化
強
力
争
競
の
物
産
農

の
）
Ｐ
Ａ
Ｇ
（
理
管
程
工
産
生
業
農
て　

　
　
　

体
援
支
売
販
の
と
会
部
者
産
生
各
び
よ　

　

ら
も
て
し
識
意
を
さ
良
の
物
産
農

　
　

が
保
確
の
員
業
作
雪
除
の
営
直
市

期
も
ら
か
面
営
経
で
保
確
入
収
の
間
期　

　

り
図
を
善
改
遇
待
の
員
職
勤
常
非

り
図
を
携
連
と
者
業
事
託
委
る
い
て
し　

　

り
取
に
的
極
積
で
内
町
を
理
処
雪

る
す
除
免
部
一
を
税
産
資
定
固
の
間
期

と
要
必
が
業
事
」
場
せ
寄
雪
模
規
小
「　

　

理
処
雪
る
よ
に
助
共
は
で
画
計
現

支
の
へ
動
活
雪
排
除
る
よ
に
域
地
る
す

　
　

こ
る
す
大
拡
を
興
振
の
物
作
芸
園

効
有
に
と
こ
る
け
付
び
結
に
上
向
得
所

ど
を
策
対
援
支
び
よ
お
策
施
の
市
当
の　

　

交
地
産
た
じ
通
を
会
議
協
生
再
業
農
の

化
強
力
産
生
の
等
業
事
独
単
市
や
金
付

き
続
き
引
う
よ
る
め
組
り
取
て
し
続
継　

　

合
総
物
産
農
と
さ
る
ふ
田
秋
Ａ
Ｊ

と
ま
を
果
結
析
分
の
と
ご
域
地
て
し
と　

　

安定した除雪体制の確立を 老老介護の増加により在宅介護を
行う家族などへの支援も今後重要

収益性の高い園芸作物振興への
支援が求められる

Q

Q

A

A

る
す
援
支
り
よ
に
業
事
独
単
市
や
金
付
交
地
産

問答

い
つ
に
制
体
進
推
て
い
お
に
定
策
の
画　

　

る
い
て
れ
ら
め
求
が
備
整
境
環
め
含
を　

　

※

※農業生産工程管理（ＧＡＰ）…農業において、食品安全、環境保全、労働安全などの持続
可能性を確保するための生産工程管理の取り組み。

※



　

べ
す
択
採
り
よ
に
員
全
立
起
も
れ
ず
い

駅
の
康
健
◆

　

　

注
に
的
国
全
は
業
事
駅
の
康
健
の
市
当

　　

に
り
が
広
の
後
今
の
業
事
駅
の
康
健

を
部
一
の
例
条
水
給
業
事
道
水
市
手
横
◆

例
条
る
す
正
改　

　
　
　

削
ト
ス
コ
の
度
程
円
万
０
０
９
間
年

う
を
定
改
金
料
で
中
の
略
戦
営
経
業
事
道

も
組
り
取
に
減
削
ト
ス
コ
う
よ
い
な
の
と　

　

場
る
い
て
し
に
替
振
座
口
を
い
払
支

　
　

　
　

い
な
は
配
心
る
れ
遅
が
見
発
の
水
漏
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は
と
こ
る
れ
遅
が
見
発
の
水
漏
り
よ
に
と

４
ら
か
月
カ
２
を
間
期
象
対
の
度
制カ

つ
に
定
指
の
者
理
管
定
指
の
設
施
の
公
◆　

　

か
か
が
間
時
に
き
続
手
ら
が
な
し
望
希
を

意
の
と
き
べ
う
行
に
的
体
主
が
者
理
管
定　

　

あ
に
集
募
の
者
業
る
入
に
ト
ン
ナ
テ

て
し
い
願
お
を
員
委
定
選
も
に
側
者
理
管

め
進
ら
が
な
し
に
事
大
を
向
意
の
者
理
管

横手市議会ホームページ厚生常任委員会の
ページがご覧いただけます。

横手市議会ホームページ産業建設常任委員会の
ページがご覧いただけます。

産業建設常任委員会 厚生常任委員会

議長に多くの署名とともに陳情書を手渡しする
市立大森病院を守る市民の会の皆さん

産業建設常任委員会の様子

答

答 答 答

問

問 問 問

査
審
情
陳
◆

の
関
機
療
医
的
公
た
し
表
公
が
省
労
厚
・　

か
象
対
る
す
要
を
討
検
の
合
統
・
編
再

　

を
と
こ
る
す
外
除
を
院
病
森
大
立
市
ら

　

情
陳
る
す
望
要

　

お
に
方
地
ど
な
退
衰
の
関
機
通
交
共
公

　

い
て
れ
か
お
の
院
病
的
公
・
立
公
る
け

　

ま
た
い
欠
を
握
把
況
状
の
情
事
療
医
る

　　

に
国
を
」
と
こ
い
な
わ
行
は
合
統
・
編

　

情
陳
の
出
提
書
見
意
る
め
求

す
対
反
に
合
統
編
再
の
院
病
森
大
立
市
・　

情
陳
る

　

院
剛
野
小
の
院
病
森
大
立
市
に
前
査
審

る
す
関
に
合
統
・
編
再
の
院
病
森
大
立
市

　

の
ム
テ
ス
シ
ア
ケ
括
包
域
地
る
め
進
が
省

公
た
し
盾
矛
な
う
よ
す
く
無
ら
自
を
幹
根

な
き
で
が
と
こ
す
く
無
に
対
絶
ら
か
域
地

「体成分分析装置」を体験

寿松木 孝　立身万千子　本間 利博　齋藤 光司
　　　　　  (委員長)　　(副委員長)

木村 清貴　 遠藤 忠裕　 髙橋 和樹　 菅原 正志
塩田    勉　 加藤 勝義　 鈴木 勝雄　 菅原 惠悦
　　　　　  (委員長)　　(副委員長)

　高齢化が進む中、これまで開催された「議会報告会・
意見交換会」では、高齢者に優しい政策を求めるご意見
を多くいただいております。
　豪雪地で、山間部の多い当市では、特に「除雪」と「日
常の買い物」に苦労されている高齢者の方が多いという
実情もあります。
　こうしたことを踏まえ、厚生常任委員会では、高齢者
の方が、豪雪地・過疎地であっても、安心して生活でき
るような行政からの支援方法について、政策研究を行う
ことといたしました。

　産業建設常任委員会の担当業務は、農・林・商・工業
をはじめ、インフラ、温泉施設等、非常に幅広く、市民
生活に密着しているため、時々刻々と変化する課題に速
やかに対応することが求められます。
　中でも、市の基幹産業である農業分野では、よこて農
業創生大学事業を核とした各種取り組みについて評価検
証が必要と考えます。
　また、インフラ整備加速化事業の終了は市民サービス
の低下を招くことから、後継事業の実施について提言し
ていくこととします。
　横手駅東口の再開発事業については、「横手の顔」の再
生のため、事業の進捗状況を注視していきます。

産業建設常任委員会テーマ 厚生常任委員会は「高齢者支援」を
研究課題として活動します。

委員会審査報告委員会審査報告
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あ
で
の
る
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料
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設
施
共
公

て
し
得
納
も
て
し
い
願
お
に
民
市
を
け
だ

　

が
設
施
い
な
で
う
そ
と
設
施
い
高
の
度

ク
ン
リ
に
）
画
計
Ｍ
Ｆ
（
画
計
進
推
営
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だ
た
い
て
し
言
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と
こ
う
い
と
い
な
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今
を
設
施
の
種
同
る
あ
数
複
は
画
計

ス
ら
か
ろ
こ
と
う
い
と
か
る
す
う
ど
後

も
え
考
の
逆
は
と
え
考
う
い
と
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残
ら
か

た
る
め
進
ら
が
な
見
を
合
具
置
配
の
設

15

　

　　　　

・市議会傍聴をきっかけに、市 
　議会議員になって人の役に立
　ちたいと思いました。
・横手市がいい方向に向かうた
　めに市議会はとても大切なも
　のだと思いました。
・十文字統合小学校の話し合い
　も簡単じゃないと改めて思い
　ました。

・いいまちにしようと細かく質
　問や話し合いをしていて、す
　ごいと思いました。
・横手市をよくするために頑張
　ってもらいたい。
・議会の皆さんの真剣な姿を見
　てすごいなと思いました。

・言葉が難しくて大変だったけ
　ど、市をよりよくしようと話
　し合いをしていることがよく
　分かりました。
・ 議員の方々は、市民の代表と
　してみんなのためにお願いな
　どを出して頑張っていました。
・ 今回出された一般質問につい
　て、自分でも考えていきたい
　です。

横手市公文書館の視察を実施

例
条
置
設
館
書
文
公
市
手
横
◆　

　
　
　

た
い
な
き
で
開
公
ば
れ
け
な
し
過
経
が

 

　
　

間
民
「
で
弁
答
の
問
質
般
一
の
前
以

て
い
つ
に
類
書
の
等
書
文
古
る
す
在
存
に

だ
と
こ
の
と
」
い
な
は
え
考
る
す
蔵
収
は　

　

事
に
基
を
画
計
営
運
備
整
館
書
文
公

23
年

ら
か
度

24

た
し
査
調
に
度
年
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つ
に
冊
万

資
な
う
よ
の
書
文
古
で
分
部
る
係
に
ん
さ 答答

答

問問

問

奥山 豊和　大日向香輝　小野 正伸　土田百合子
佐々木喜一　青山    豊　菅原亀代嗣　佐藤 清春   
               (委員長)　　(副委員長)　

  12月2日（月）、醍醐小学校6年生29名、植田小学校6年生9名、
横手支援学校高等部3年生13名の皆さんが市議会一般質問を傍聴しました。

議会運営委員会

　

　長野県北部に位置し、平成の合併で2村が合併
し町制が執行された。基幹産業はりんごと水稲を
中心にした農業である。
　この10年間議会改革を進め、全国トップクラ
スの改革を実現し、今に至っている。

■議会改革に向けて
・チーム議会として政策力の向上を目指している。
・持続的改革の実践が必要。
■議会をよく知ってもらうために
・議会への住民参加として政策サポータ―制度を実施。
・議会白書の提出（全国初では？）

▶チーム議会としての目的があり、持続、継続してい
　かなければいけないとする決意が伝わってきた。　
▶議会力は向上したが議員力はまだまだとのことだっ
　た。継続していくことが大事との姿勢はこれからも
　続けたいとのことだった。

全国トップクラスの議会改革
9月25日（水）／長野県飯綱町

ポイント

視察を終えて視察を終えて

　長野市北東部に位置する長野県一面積の小さい
自治体。江戸時代から交通の要衝として栄え、観
光と農業（特に栗が名産）が中心の町。また、オー
プンガーデン、まちじゅう図書館等住民参加のま
ちづくりをしている。

■政策立案委員会
・住民参加の開かれた議会の推進
・議会での政策提案
■町立図書館「まちとしょテラソ」
・特徴的でいろいろな企画が人気
■議員の「なり手不足検討会」
・無投票選挙が3回続いている

▶面積 19.07 ㎢のコンパクトな町のためか住民と非
　常に近い行政だと感じた。　
▶自宅の庭を提供し観光客に自由に見学させたり、自宅
　を開放し「まちじゅう図書館」として参加した住民の協
　力が町政や議会の問題解決にも影響していると思った。

政策立案委員会と「まちとしょテラソ」
9月26日（木）／長野県小布施町

ポイント

視察を終えて視察を終えて

　（遠藤　忠裕）

≪災害時の避難計画の検証≫
　●避難所の巡回による現状の確認
　●備蓄、ライフラインの状況確認
　●防災マップを使った自主避難の検証
≪横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）の検証≫
　●「公共施設の在り方に関する調査特別委員会」報告
　　の進行状況の確認
　●個別施設計画と施設カルテの検証
　●市民に対する計画の浸透度、理解度の促進
いずれも非常にボリュームのある課題ですが、緊急を要
する問題でもあり、積極的に研究を行います。

総務文教常任委員会は次の２つの事項
を研究課題として活動します。

横手市議会ホームページ総務文教常任委員会の
ページがご覧いただけます。

総務文教常任委員会
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横手支援学校高等部
３年生

植田小学校
6年生

醍醐小学校
6年生

まちとしょテラソ
公式キャラクター
「テラソくん」

委員会審査報告先進地に学ぶ
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　横手清陵学院中学校は、今年で開校16年目を
迎えました。校訓「切磋琢磨～学べ　競え　望め」
のもと、全校生徒が互いに学び合い、競い合い、
高め合いながら学校生活を送っています。
　今年度は、各学年が互いに響き合うことで、
学校全体が一体になるように「響鳴～新しく創
る青春の丘～」という生徒会テーマを掲げ、さ
まざまな活動に取り組んできました。特に新し
い企画として、縦割り班による朝のあいさつ運
動を実施しました。学年を越えて活動すること
で、一体感を醸成することができたと感じてい
ます。Y ８サミット創快横手市議会に向けた提
案作りでは、中高一貫校の強みを生かし、中学
生だけではなく高校生へのアンケートも実施し、
その意見を取り入れた提案をすることができま
した。
　これからも、中高一貫校の良さを生かし、地
域の皆さんに「さすが清陵」と言ってもらえる
よう全校生徒一丸となって努力をしていきたい
と思います。

横手清陵学院中学校　生徒会
響鳴　～新しく創る青

は る

春の丘～

横手清陵学院中学校 生徒会執行部の皆さん

編集後記

分 科 会 長　奥山　豊和
副分科会長　大日向香輝

委員　青山　　豊
委員　土田百合子
委員　加藤　勝義
委員　遠藤　忠裕
委員　菅原亀代嗣

　あけましておめでとうございます。
　新しい委員を迎え気持ち新たに、より分かりやすく親
しみやすい紙面づくりを心がけて参ります。広報広聴活
動の充実により市民の皆さまの声を反映し、より開かれ
た議会実現のためにチーム一丸で取り組む私たちにこれ
からもご注目下さい。　　　　                 （奥山  豊和）

◆広報広聴委員会広報分科会◆
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横手市音楽発表会に出演した
横手清陵学院中学校の皆さん。
ソロパートの場面をおさめました。


